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論文の内容の要旨
　この研究の目的は市販酵素におけるキシラン分解酵素系の存在とそれらの酵素によるアラビノキシランから，ア
ラビノースの遊離，生物工学的方法による結晶アラビノースの調整及びアラビノキシラン分解の重要酵素である
α一アラビノフラノシダーゼの精製と特性を明らかにするために行ったものである。
　コーンハル（トウモロコシの種皮）はコーンスターチエ業の副産物として日本では252，O00トン／年排出されて
おり，その中にはキシロースとアラビノースの比が約1：ユのアラビノキシランが35－40％含まれている。現在，
コーンハルからアルカリ抽出によって製造された“Ce11ace”が食物繊維源として食物添加物に使用されている。一
方，このようにアラビノースを高含量に含む多糖類は，ビートパルプを除いて希であるが，コーンハルのアラビ
ノキシラン（コーンハルキシラン）から結晶アラビノースの生物工学的調製を行った研究は見当たらない。この
ような現状から著者はCe11aceから生物工学的方法によるアラビノースを調製することに着目し，これに関与する
］連の研究を以下のように行った。
！－23種類の市販酵素剤について，キシラン分解酵素系，すなわちエンドーβ一キシラナーゼ，β一キシロシダー
　ゼ，α一L一アラビノフラノシダーゼ及びα一グルクロニダーゼの4種類の活性を測定した。その結果，ほと
　んどの酵素剤にはいずれかの活性が含まれていた。それらのなかの5種類について，コーンハルキシランに対
　する分解能試験を行った。その申で，月θ〃ゴ棚舳ル〃舳o∫〃刎由来のCe11u1aseG0901（シグマ社）には，α一グ
　ルクロニダーゼ活性はほとんど含まれていなかったが，本酵素製剤はアラビノキシランをよく分解し，同キシ
　ランの構成糖であるアラビノースの80．5％とキシロースの60．8％を遊離した。一方，τγ肋o幽伽〃〃∂θ由来の
　Ce11u1ase’○mzuka’R－10（ヤクルト社）には4種の酵素活性が含まれていたが，アラビノキシランをほとんど分解
　しなかった。この結果は，市販酵素剤には活性が高く，かつ種々のキシラン分解酵素系が含まれていたが，キ
　シラン分解系酵素活性の強さとアラビノキシラン分解能とは相関性がないことを示している。また，市販酵素
　剤の中で，Ce阯aseC－0901は同キシランの酵素分解には最もふさわしい酵素剤であることが明らかとなった。
2．アラビノースとして38．4g，キシロースとして必．8g含まれている136．5gのコーンハルキシランを300m1の粗酵
　素液（Cenu1aseG0901起源の6gの酵素粉末）で加水分解した。その加水分解物にはアラビノース29ユgとキシ
一228’
　ロース25．5g，及びその他微量の単糖とオリゴ糖が含まれていた。この酵素糖化液に栄養源を添加し，キシロー
　スを代謝しアラビノースを代謝しない㎜〃oψ曲Sα伽舳80肌5肋閉〃5IFO0992を植菌し，好気的に培養した。
酵母を除いた糖液にはアラビノース27．7gとキシロースα28gが含まれていた。その後，活性炭で脱色し，イオ
　ン交換樹脂で脱塩した精製糖液にはアラビノース264gとキシロースO．14gが含まれていたが，これを濃縮し，さ
　らに結晶化を行った結果219gのアラビノースを得た。
3　アラビノキシランの酵素分解に最もふさわしい酵素剤であるCe11ωaseC－0901から種々のカラムクロマトグラ
　フィーによってα一L一アラビノフラノシダーゼを単一蛋白と認められる段階にまで精製し，2種類の酵素を
取得した。α一L一アラビノフラノシダーゼIの分子量は40，OOOで，■は33，000であった。α一L一アラビノ
　フラノシダーゼIの等電点は6．Oで，IIは6．3であった。両酵素の至適PHと温度は共に3．5と60℃であった。α
　一L一アラビノフラノシダーゼIは末端及び側鎖アラビノースを遊離したが，nはこのほかにキシロシルアラ
　ビノースを遊離した。この結果，α一L一アラビノフラノシダーゼnは新しい特異性を持った酵素であり，α
　一L一アラビノフラノシダーゼのtype皿に分類できる酵素であると推論するが，特異性の詳細な研究は今後の
　課題である。
審査の結果の要旨
　L一アラビノースは特定健康食品として極く最近認可され，アラビノースの調製法の開発が急務となっている。
これ迄にアラビノースの調製法はアラビノースを含有する種々の多糖類を酸加水分解する方法で行われていたが，
酵素法ではビートアラビナンからλ功昭伽∫晦gκのアラビノシダーゼで結晶アラビノースの調製した研究のみで
ある。
　アラビノースを含有する多糖類は副産物として大量に排出されており，中でもトウモロコシ種皮は産業廃棄物
としてその処理方法が問題になっている。これ迄に同種皮から効率的にアラビノースを遊離する酵素は見出され
ていない。このような背景から申請者は市販酵素にその機能を有する酵素の探索を試み，Pθ伽泌舳力肋〃Zo∫㈱由
来の酵素を得た。種皮から調製したアラビノキシラン（Ce11ace）に同酵素を作用させた結果，約80％の効率でア
ラビノースを遊離することを明らかにした。
　一方，アラビノキシランの加水分解糖液にはキシロースが混在するが，これは申請者が新しく探索した酵母
（閉〃o畑∬肋舳8〃肌∫α〃〃〃∫IFO0992）によって除去する方法を可能にした。上述の方法をたくみに組合わせ
た生物工学的方法により結晶アラビノースの調製法を開発した。さらに申請者は新しい特異性を示すα一L一ア
ラビノフラノシダーゼを発見し，その精製と諾性質を明らかにした。
　申請者が提示した一連の研究は，新しい機能を示す酵素と酵母の探索，続いてそれらを応用したアラビノース
の新しい調製プロセスの確立，さらに新規な酵素の発見を含めた申請者の研究は高く評価できる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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